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中間まとめ報告会（母子小会場）会議録 

 

報告会の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開 会 

 

―松下学校教育部長 挨拶― 

 

２ 地域協議会の概要、協議の経過、地域協議会・部会で出された主な意見、 

中間まとめの内容、今後の進め方についての報告 

 

―事務局より【パワーポイント資料】および【参考資料】に基づき報告― 

 

３ 意見交換 

  

 統合のメリットは書いてあるが、デメリットは書いていない。本当に、このよう

に協議が進んだのか。通学手段について、統合決定後に決めることでよいのか。教

育委員会としては、中間まとめの内容で決めたが、いざ市がやる時に、違う内容に

なるのではという不安がある。 

 

 協議会の中で、統合のメリット以外に、このような問題や不具合があるのではな

いかという意見が多く出ていた。資料の「統合にあたって留意すべき事項」に書い

てあるページが、その不安や課題にあたる部分と考える。場所や交通も含めて、課

題となる部分については、このようにしてほしいという意見をまとめていただいて

いる。報告会での意見については、一旦第 4 回地域協議会で報告し、最終的なまと

めを受けることになるが、想定される様々な課題については、関係部署とも協議し

ながら、市を挙げて取り組んでいきたい。 

 

日 時 令和３年７月１１日（日） １５時００分 ～ １６時２５分 

開 催 場 所 三田市立母子小学校 体育館 

事務局出席者 （学校教育部長）松下 修     （学校教育部次長）外岡 明文 

（教育総務課長）浅野 晋司    （学校教育課長）山本 直也 

（教育総務課担当課長）上野 樹  （教育総務課指導主事）松田 成行 

次 第 １．開 会 

２．地域協議会の概要、協議の経過、地域協議会・部会で出された主な意見、 

  中間まとめの内容、今後の進め方について の報告 

３．意見交換 

４．閉 会 

参 加 者 １９名 
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参加者 

 

事務局 

 

 

参加者 

 

 

 

事務局 

 

 

参加者 

 

 

事務局 

 

 

参加者 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者 

 

 

 

 現在の上野台中の教職員数が少ないことへの対策はしているのか。 

 

 教員の配置は、県の基準（学級数）により決められている。そのような中で、市

としては、免許外指導が発生しないように、複数免許教員を配置している。 

 

 現在、テスト期間などはバスが乙原までしか来ないので、親が迎えに行っている。

同じ公立中に通っているのに、他の学校の子と同じサービスを受けられないのはお

かしい。統合したらたとえ１人でも送迎してほしい。 

 

 協議会からも学校の時程に合ったバスの確保という意見をいただいているので、

それが実現できるよう最大限努力する。 

 

 場所を八景中校区に新設するということなら、通学時間が延び、今よりも朝早く

通学しなければいけないのか。 

 

 通学時間が延びることが、統合の最大のデメリットと考えている。路線バス・通

学バスを含めて、通学の安全については十分配慮して環境を整えていきたい。 

 

 資料には、再編のメリットは書いてあるが、デメリットについては書いていない。

このデメリットに対しては、このように対応するとハッキリと言ってほしい。参加

者から、現在困っていることについての意見が出ていた。それについて、きちんと

改善していくと答えてほしい。子どもたちの環境をよくするために、出来ることは

責任を持ってやってほしい。それが地域の協力を得ることにつながる。小さな学校

の良い所もある。それもアピールしてほしい。スピード感を持ってやってほしい。

今後のスケジュール、新設校がいつ出来るのかを知りたい。 

 

 今回の報告会は、中間まとめの内容を報告することを第一に考えている。報告会

で出た意見を第 4 回地域協議会に報告し、それを参考に中間まとめの内容の加筆・

修正等をしていただくことになる。今はバスダイヤと時程とに若干のズレが生じて

いるが、統合になれば学校の教育活動に合わせてバスの運行ができるよう、バス事

業者との協議を行っていきたい。確かに資料にデメリットという書き方はしていな

いが、協議会で出た課題・指摘についての改善策を資料の中に「留意点」として示

している。今後のスケジュールについては、土地の確保からのスタートとなるため、

明確に示すことはできないが、協議会の最終まとめ・市としての最終判断が出れば、

市長部局とも連携しながら取り組んでいきたい。 

 

 協議会の協議の中でも、デメリットが多く出ていたのではないか。中間まとめと

して提示するなら、デメリットも含めて示しておいて、今後それを１つ１つつぶし

ていくべきではなかったか。 
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事務局 

 

 

 

 

参加者 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

参加者 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

参加者 

 

 

事務局 

 

 

 

参加者 

 

 

事務局 

 地域協議会で出てきた意見については、参考資料 15～18 ページに掲載している。

協議会で出されたデメリットを１つ１つ解決することが、みなさんの理解を得て再

編を実現する道だと考える。みなさんからいただいた意見を参考にして、今後取り

組んでいく。 

 

 資料に、「統合決定後に協議すべき事項については、統合決定後、再編準備会で

協議する」とあるが、大きな問題については、統合決定前に決めておいた方が良い

のではないか。この統合決定はいつ頃になるのか。 

 

 中間まとめ報告会、地域・保護者対象のアンケートの後、第 4 回地域協議会を開

催し、最終まとめを協議する。再編が是ということになれば、それを受けて市とし

ての最終判断をするので、それをもって正式決定となる。その後、再編準備会で、

より具体的な事項について協議する予定である。 

 

 再編準備会の規模や委員構成はどうなるのか。地域協議会では、一貫して反対し

ていた地域の委員がいたので、それならその地域にピンポイントで入って説明した

方が、意見がまとまるのではないか。 

 

 今の時点で具体的な時期や人数等について決めていないが、地域や保護者の代表

に再編準備会の委員として入っていただきたいと考えている。確かに、地域によっ

て温度差があると思われる。この報告会での各校区での意見も参考にしながら、今

後の進め方については考えていきたい。 

 

 遠距離補助基準が４km ということだが、新設校となり志手原からのバス通学生

徒が増えるとなった時の予算は、すでに確保しているのか。 

 

 市の基準の４km を超える場合は、遠距離補助の対象となる。ただ、４km を下

回る場合であっても、状況によっては対象になるように柔軟に対応してほしいとい

う意見だったので、それについては十分尊重するということである。 

 

 資料に「八景中の生徒は徒歩・自転車通学、上野台中の生徒は基本バス通学」と

あるので、バス代の補助は計算に入れているのではないか。 

 

 中間まとめとして「上野台中の生徒のバス通学」について意見をいただいている

ので、それを市として最大限尊重して対応するということである。 

 

４ 閉 会  

  

－松下学校教育部長 挨拶－  

 


